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最近５万年間の広域テフラの年代研究
Chronological study on widespread tephras for the past 50,000 years in and around Japanese
Islands
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姶良 Tn（AT）の発見以降，多数の広域テフラが知られるようになった．支笏第１（Spfa-1）以降の最近 5万年間のテ
フラは，放射性炭素（14C）年代測定法が適用でき，暦年較正データセット IntCal13によりすべての暦年較正が可能に
なった．一方，海域や湖沼でのコア試料解析でも，挟在するテフラの層位や年代が高精度化されている．この発表では，
最近 5万年間の広域テフラについての年代学的研究を概観し，今後を展望する．
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